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は じめ に

　合同教会 の 形 成が 日本の 教会 史、 日本基督教 団史の 創世記 の 姿で ある 。

　1872 年 （明治 5 年）8 月18 日　切支丹宗禁令が 高札撤 去 され る 6 ヶ 月前 の こ

とだが 横浜で 第
一

回宣教師会議が 開催 され た 。 各派か ら40人 の 宣教師が 参集 し

たが
，

そ の 会議の 中核 た る改革長老教会系の 宣教 師 の 願 い は合 同教会形 成 にあ

っ た 。

　教 派時代 にあ りつ つ も， 共通理解に よ る 共 同解釈を 目指 し
， 同会議 に て 新約

聖書の 共同訳事業が 開始 され て い る 。

　そ もそ もは合同教会の 本質 とは何で ある か 。 それ は 「まこ とに して
，

一
つ な

る教会」で あ る 。 「まこ と」 だ けを求め る と教 条主義化 し 「
一

つ 」の み を強調

す る と 「野合」に な りか ねな い 中 に あ っ て 「まこ とに して
，

一
つ な る教会」 こ

れ が合同性の 本質 とな る
。

ボ ー
ン フ ェ フ ァ

ー は 「
一

致の 中 に 真理 が あ る とい う

よ りも， 真理 にお い て の み
一

致が あ る」 と言 っ た が ，
こ の 合同教 会の 質 を め ぐ

っ て 日本 の プ ロ テ ス タ ン ト教会 は最 初か ら尽力す る こ と とな っ た 。

日本基督教団設立

　1941年 6 月24〜25日　富士見町教 会に て 議員320名が 参集 し日本基督教団創

立 総会が持 た れ た
。

こ れ は 前年の 4 月 8 日宗教 団体 法公布 を受 けて の こ とで

国家主導 に よる合同教会 と して の 教 団誕 生 と評 され る が
， 合同気運の 前史は あ
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っ た 。

　1888年 （明治21年 ）長 老派 （植村正 久）と組合派 （小崎弘道）の 合同は失

敗 に帰 した もの の 「毫 も教 派 （宗派）に 属せ ず （植村 正 久）」 とい う意識は全

般 に 旺盛で あ っ た 。

　日本基督教連 盟 は 1925 年以 来教 会合同 の 機 運促進 と調査 をつ とめ 下 地 を作

っ た。 1929年 9 月 「日本基督教派合同基礎案」37年 1 月 「日本基督公 会規約」

が発 表 され た 。 その 後検討 ， 修正 が 加 え られ39年 4 月各派 の 選 出に よ る教 会

合 同委員会が発足 ，
40年 10月に は 「合同教会案」が 作成 され た

。

　40年 10月 17 日　皇紀260⊂，年奉祝全国基督教信 徒 大会が 青 山学院校庭 に て 2

万 人が 集ま り開催 され た が ， そ の 大会宣 言第
一

項 に は 「吾等 は 全基督教 会合同

の 完成 を期 す」 と唱 わ れ
， 翌 日か ら41年 6 月23日 まで 9 回の 教 会合 同準備委

員会 を開催する こ と となる 。 そ して 第8回 （41年 3 月）で 「日本基督教 団」 の

名称 も原案 として 決定 した 。 か くして 宗教団体法公布に よる 早期 合同の 問題 を

残 しつ つ も35派が 合 同 に参 加 し 11の 部制 240620 人信徒 に よる 日本基督教 団は

ス ター トしたの で ある 。

戦後の 教団

　457教 会が会堂 を戦災で 消 失 し ， 混乱 の 中で 教団 は歩む こ と余儀 な くされ た

が
， そ の 中で も合同へ の 積み重ねは なされ続 け て きた 。

　1946年6月青 山学 院 で 開催 され た全 国基督教大 会 に は 4000人 が 参加 。 「全 日

本 ヘ キ リス トを」 を標語 とし 3 ヶ 月伝道計画をス タ
ー

トさせ た 。 こ れ は300万

人救霊 を目標 と し
， 新 日本建設 キ リス ト運動 を全 国で 展 開 した 。 48年10月か

ら49年 3 月 まで 延431回の 集会が な され 77483 人の 決心者を与 え られた 、，

　49年 4 月富士 見町教会で全国信徒 大修養会が2153人の 参加で 開催 され
， 「教

会の 建設強化」を 目標 とす る 五 ヶ 年伝道が ス タ
ー

トした 。

　ま た 同年 ， E ・ブ ル ン ナ
ー

を迎 え第
一

回全 国教 師大 会が 1300人 参加で 持 た れ
，

参加教 師に よ る 路傍伝道実践 もなされ た 。

　荒廃 した 会堂復興支援 をめ ざ した 内外 協 力会議 も47年 8 月開催 され
， 北米
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代表11名を迎 え100名が 参加 。 48年に は第
一
回の COC 全体 会議が 持た れ て い る 。

　一
方機構の 方 も整 え られ

，
46 年に は教憲教規の 原案が承 認 され （第3回教団

総会）18教 区で 教 団 は実 質 的歩み を始め た 。
こ の 総 会で は 統理制が廃止 され ，

総会議長が教団主管者 とな っ た
。

　50年の 第 6 回教 団総 会で は 機構改 正 に よ る教団組織の 民 主化 ， 中央機構 の

簡素化が な され教 区の 権 限強化 が はか られ る こ と とな っ た 。 こ うして 戦後の 混

乱の 中に あ っ て も合 同教 会 と して の 精神 を失わ ず ， 内部充実 を はか り，復興へ

力強 く歩 んで い っ た 。 なお教 団は46年の 第3回教団総会で 懺悔 の 宣言 を決議 し ，

戦争の 痛み をも罪責 と して 受IEめ た 。

50年代の教団 の 伝道

　戦後の 教団 の 大 きな問題 と して 会派 問題 とい うもの が あ っ た 。 合同教会の 未

熟 さ
， 国家か らの 力 と して の 宗教 団体法公布 に よ る早期 合 同の ツ ケ と して 各派

が離脱 して い く中で ，教団 と して 踏み と どま る た め に ， 教団は 会派問題 と向 き

合 うこ と となる 。

　 「もし教会性 を もて る 会派 を公 認す る な らば
，

精神的誠実が 会派 に吸収され

て
， 教 団は 名 目の み の 存在 に なる で あろ う」 （会派問題 に就 い て の 報告書） と

の 危機 にあ っ て
， 「会 派問題 特別委員会」 を軸 に会派 問題 を克服 して い く。 同

委員会は 日本基督教会 （新 日基）の 創 立 （51年 5 月）や バ プ テ ス ト系の 新生

会独立 （51年10月）な ど と接衝 しつ つ 合同教会形 成 に腐心 した 。

　こ の 動揺す る 会派問題 の 中で 長老 派系 （旧 日基） と会衆派系 （旧組合）が主

導的役割 を果た し
，

メ ソ ジ ス ト系は
一

種の 安定勢力 と して 寄与 した と言われ て

い る 。

　 と もか く5， 0年 の 第 6 回教 団総 会に お い て 「会派 問題に 就い て の 報 告書」 が

承認 され
， 「会派 問題報告書 に つ い て の 解説」が 51年 3 月 に発 表され ，

こ の 件

につ い て の 終結 をみ る こ ととな っ た 。

　なお 51年 4 月に公 布 され た宗教法 人法 に 従 っ て
， 宗教 法人 日本基督教団 と

して 52年12月 2 日 に設立 登 記 され た 。
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　 ま た戦後の 大 きな課題は信仰告 白制定で あ っ た 。
こ の 件 に つ い て もさ まざま

な推 移 ， 多くの 準備 が 重 ね られ て きた が ， 1954年10月第 8 回教 団総 会 に て 教

団信仰告 白は制定 され る こ とが 可決 され た
。 同時に 生活綱領 も採択 され た が 実

に教 団は 13年 間も信仰告白を持たぬ ままに形成 されて きたの で あ っ た 。

　 こ れ らの こ と は明年つ ま り2004年 に て 教 団信 仰告白制定50周年 とし て 改め

て と らえなお され る こ とで あ ろ う。

　 こ うして 会派問題が 落ち着き， 信仰告 白 も制定 され ， 「教会形成」 と 「伝道」

に 向か っ て 前進 しよ うと した 。
つ ま り信仰職制論 的問題か ら伝道論的問題 へ と

視点を転 じた
，

こ れ が 50年代の 教 団で あ っ た
。

　先述 した如 く， 新 日本建設運動 が展 開され伝道機運 は 高 まっ て い た が
，
49年

10月に は B 比谷公 会堂 で 宣教90年記念 大会が 開催 され3000人が 参加 した 。
こ

の 会 の 講師で あ っ た E ・ブ ル ン ナ
ー

は こ う語 っ た 。

　 「羊飼が 羊 を産 ん で い る 。 羊は 羊が 産 ん で い くもの だ 。」信徒 が伝道 の 主体

とな りえない こ とが 日本の 教会の 問題 と指摘 した 。

　しか し ，
こ れ も先 述 した 如 く半年前 に 全国信徒大修養会が大 々 的に 開か れ

，

教 会の 建設強化 を 目指 した五 ヶ 年伝道 がス ター トされて お り， 信徒の レベ ル で

の 伝道参画 も活発 で あ っ た 。

　また 大衆伝道 も盛 ん に 行 わ れ は じめ た の も50年代の 特徴で 50年10月か ら3月

まで に賀川 豊彦 ， 木村 清松 ，
W ・ア キ ス リン グ らに よる大衆巡 回伝道 は 1219回

に及び実 に13万 人 を動員 ，
5398 名の 決心者が 与 え られ て い る 。

　教団 と して は 第 6 回教 団総会で 「綜合 伝道委 員会」 を設置 した 。 （11回総 会

で 「伝道委員会」に改組）

　そ して 第 8 回教団総会 （54）で宣教 百年記念伝 道案 を可決 し，
56年の 第9回

総 会で は 第二 次伝道案 を可決 した 。

　 厂新 日本建設 キ リス ト運動」 と 「五 ヶ 年伝道」に つ づ く戦後特別伝 道 の 最後

として
， 「宣教百年記念伝道」が か くして 展開 して い くこ と とな る 。

　それ に先立 ち五 ヶ 年伝道の しめ くく りとして 「第
一

回全国宣教会議」が53年

9 月 に 開催 され2115名が 参加 して い る
。
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　宣教百年記念伝道 を前 に して 顕著な こ と は従 来 の 「運 動」か ら 「教会の 形

成 ・建設 強化」 とい うこ とへ 基 点を変える こ とに あ っ た 。

　綜 合 的伝道 をめ ざす 宣教 百 年記念伝道案 の 第
…

次計 画 （55〜56年）は 「教

勢振起 の 年」 と定め 「青年強調年間」 とした 。

　こ れ を受けて54年 に は 第
一

回青年宣教大会が 富士 見 町教会 と青山学院で 開か

れ 9 月 に700人が参集 し ， 「往 き ：福音 を宣べ 伝 え よ」 の もと心 を合わせ た 。

　第二 回の 青年宣教大会は56年 5 月に 青山学院 に 「わ れ らは キ リス トの 使者」

の 主題 の もとi675名が 集うた 。

　56年 に可決 された宣教 百年記念 第二 次計画 は57〜58年 に 実施 され ， 「社 会大

衆へ の福音の 浸透」 を主題に 「婦人強調年間」 と銘打 たれ た 。

　実践 と して は 57年に教 区婦人部委員長会 ， 教 区婦 人役員講習会が 天城山荘で

開催 され伝道実践 につ い て話 し合 い と学 び を持 っ た 。

　58年 に は 「教会教育強調年間」 と して 全国教 会学校教 師大会が 1200名を動

員 して 開か れ ，
こ の 年 「せ い との 友」 も発刊 され た 。

　第三 次計画は 宣教 百年記念 の しめ くくりと して 59年 に 「収穫 と前進」の 主題

の もと 「総 員伝道」の 名称で 多様 に展 開 され て い っ た 。

　こ の 第
一 次か ら第三 次 の 伝 道案 の もと教 団教勢 の 綜 合的倍加 と社会大衆へ の

福音の 高唱 と実践が な され た 成果 は大 き くあ っ た 。

　第 7 回の 教団総会で 承認 され た四 つ の 専 門委員会が 綜合伝道委員会の もと52

年11月に設 置 され伝道推進 の た め に機能 した 。

　 1．農村 専 門委員会　農民福音学 校の 開催 。 農村伝 道神学校の 開設 。

　2．職 域伝道専門委員会　職域 セ ン ター 設 置。 労働大学開設 。 「働 く人」創刊

　　（58年）

　3．青年専 門委員会　諸集 会 ， 諸行事実施 。

　　 「青年シ リ
ーズ」「教会青年」発刊 。

　4．婦人専門委員会　全国婦人集会 を開催。

　　 こ れ は 68年全 国 教 会婦 人 連合 会 に 改 組 され た 。 「教 会婦 入」 を創刊 。 （59

　　年）
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　注 目すべ きは こ れ らの 他 ， 伝道 の ため の 小委 員会が持 た れ て い た こ とで あ る 。

訪問， 団地， 大衆 ， 電波 ， 特殊 （病床
，

刑務所） と多岐に わた る働 きが
，

小 委

員会 をとお して 展 開 され て い っ た
。

　53年に 持 た れ た 全国宣教 会議 は 55年 に第二 回が 東京 と大阪 で 同 時開催 され

教会形式 を主題 に した 。 第 三 回 は 弘前 ， 東京 ， 京都 ， 福 岡で 開催 され4741名

が 参加 した 。 そ して しめ くくりとな る第四 回は 59年 に行わ れ た 。 11月 1 〜 8

日 まで 宣教百年記念週 間 と して 都内10ヶ所で 開催 され ， 4 日に は東京都体育館

で 「行 け， キ リス トと共 に 」 の 主題 を掲 げ宣教 大会 が 7500人の 参加で 行われ

大い に盛 り ヒが っ た 。

　 こ うして 50年代は可 成 りの 伝道力 を教 団は 有 して 活動 して い た 。

　 こ こ に
一

つ の 統計 が あ る 。 1953年 に は88130名 ， 受洗者8800名 ，
つ ま りこ の

時代は 10名の 信徒で 1 人の 受洗者 を獲得 して い た こ と となる 。

　 こ れ が2001年度に な る と現住 陪餐会員が 99198名 ， 受洗 者2246 名 とな り， 44

名 で よ うや く 1 人 を獲得 して い る に す ぎな い とい うこ と となる 。 半世紀 の 問に

伝道力が 4 分の 1 に落ち込んで しまっ た こ とに なる 。 意欲 と実力の 低下 を何

とか せ ね ばな らなぬ こ と を数字 は 物語 っ て い る 。

　50年代の 伝道の 特徴 は今
一

つ 北米教 会 の圧 倒的 な協力資金 を与え られ て展開

され て い た とい うこ とで ある 。

　 また 人的 に も多 くの 宣教師の 協力 に よ っ て 日本の 教 会は 開拓 され て い っ た 。

　50年か ら開始さ れ た ラ ク ー ア 伝 道 は その 典 型で ある 。 5 ヶ 月 間128都市で 持

たれ た ラ ク
ー ア 伝道は 43万人が参加 し ， 4 万 人の 決心 者 を与え られ る とい う画

期的 集会 と な っ た。 54年か ら60年 まで 福島県 を重点 に 行 わ れ た伝 道 は 40 ヶ 所

の セ ン タ ー を 与え られ果敢に活動が 展 開 され た 。 （第二 期）

　66年 には 第三 期が L 方式伝道 と命名 して行 わ れ た 。 また60年か ら66年 まで

は毎月 7 〜 8 月に 北米牧師に よる 伝道チ ー ム が 応援 に か けつ け ， 30教 会 を誕

生 せ しめ て い る 。

　52年に は北 海道特別開拓伝道 （「北拓伝」 と呼ば れ た ）が展開され ， 26教会

が誕 生 して い る 。 同様 に 「東北特開伝」 と称 され る 東北地方開拓伝道が 展開さ
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伝道 一合同教会 と して の 教 団形成

れ， 奥羽
， 東北地 方に22の 教 会が 誕 生 した 。 （56年）

　同 じ く56年 に は奄美大 島伝道が 開始 され 福井二 郎牧師が 派遣 され た 。

　こ うして 宣教 師に よる 伝道 に触発 され
， そち こ ちで 開拓伝道 が積極的 に実 施

され て い く機運 を と ら え
，
56年 に は 開拓 伝道 協議 会が 開催 され る よ うに な り，

68年か らは伝道委員会の 下で 持た れ て い る 。

　北米教 会か らの 協力 な財政支援 を もとに復興 して きた教団も ， 自給伝道 へ の

高 ま りが 目立 つ よ うに な り， 52年 の 第 7 回教 団総 会で は 「内国伝道会案」が

決定 され
， 国内資金 に よる 伝道推進 が図 られ

， 第 8 回教 団総 会時か らは 自立伝

道が で きる よ うに な っ た 。

　52年 国内献金 178万 だ っ た もの が ，
8 年後 の 60年 に は1000万 円 と献金 が増 大

して い る 。

60年代の教団 の伝道

　52〜 53年 頃 に は
一一
種の キ リ ス ト教 ブ ー ム と言 わ れ る 現象 も起 こ り， 各個 教

会の 伝道 も進展が 見 られ た が ， や が て伝道 の 行 き詰 まりが 現 出して くる よ うに

な っ た 。

　それ に並行す る か の よ うに 大衆伝道路線 に 対す る 反省が 起 こ り
，

も っ と足 許

と現場 に 目を向けねば な らぬ とい う方向が 描 か れ は じめ て きた 。

　組織 的 に は 54 年 の 第 8 会教 団総 会 で 宣 教研 究所 設 置 を決 定 さ れ た 頃 か ら ，

教団の 内部 に厳 し く目を向けは じめ た
。

　60年 ， 宣教 基本方策の 研 究 に着手す る こ と に なる 。 H 　・ク レ
ー

マ
ー を講師

に天城 山荘 に て 3 日間協議 会が 120名の 参加 を もっ て 開催 され た 。

　こ の 協議 会で はL 教 職 ，
2．信徒 ，

3．宣教体制 整備 ，
4，伝道の 総合制 を生 か

す体制 の 諸課題 をめ ぐっ て 協議 され たが ， ク レー マ ー の 講演 とこ の 協議会の 成

果 を生 か すか た ちで
，
61年 に は 宣教 基本 方策 を策 定す る こ ととな る 。 こ れ は

「体質改 善 と伝道圏伝道」の 二 本柱 を骨子 と した もの で
，
63年に は宣教研 究所

と伝道 委員 会が 中心 とな っ て 「宣教 基 礎理 論」 へ と結 晶 して い く。

　 こ の 間 ，
こ れ ら を纏 め あげ るた め に

， 第二 回 の 宣教協議 会 が湯河 原で 3日間

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9
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開催 され
， 96名が参加 して い る 。

　 こ れ らの 根に ある もの は北米 か らの 資金に頼 らない 自給 ， 自立 の 確認 ， 中産

階級 中心 の 教会 で は な く大衆化 をは か る
， 大衆 か ら遊離す る カベ を打破るす た

め に は 社会運動 に関 わ る こ とが 必要 とい う考え方が あ り， 総 じて 「世 に仕 え る」

教会形成 とい うこ とに 中心が あ っ た 。 また合 同教会 をめ ざす とい うよ り， 単純

な無教 派性 が根 にあ る事 も見逃せ な い
。

　 また
，
65年頃に流行 した 「ミシオ ・デ イ」の 考 え方 ，

つ ま り神 は教会 を通 し

て社 会 に福 音 を告げ る （神一 教会一 社会） とい う図式 よ り， 神 は社会に直接 的

に働 きか け てお られ る ， そ れ を教 会が 受 け止め
， 理解 す る （神一 社会一 教 会）

とい っ た か た ちで 宣教理 解 をな して い くとい う方 向へ の 傾 きも強 くあ っ た か と

思 わ れ る 。

　 さ らに D ・ボ ー
ン フ ェ フ ァ

ー
の 神学 か らH ・コ ッ ク ス の 都 市 産 業伝 道 まで

「世 の た め の 教会 と して 社会 の 問 題 を学ぶ 」 とい う方向が 強 く打 ち立 て られ て

い く。

　そ して キ リス ト主権は教会の 主 とい うよ り， 世の 主権とい うこ と として と ら

え告 白す る 向 きも強め られ て い く。

　教団は62年に伝道十ヶ 年計画 を発表 した 。 （第12回教 団総会）

62〜64年　準備 ，
65〜67年　前進， 68〜 71年　躍 進 とい う内容 で あ っ た 。

こ

れ を支え る体力づ く りと して 十億円献金募 金に踏 み切 るが
， 不 調で66年 に打 ち

切 りとな り， 自立 連帯献金へ と移行す る こ ととな っ て い く。

　そ して 第14回 教 団総 会 （66年） に は 「明 日の 教 団」
一

自立 ・総合 ・進展一

を掲げ ， 鈴木正久議 長 を選 出 し ， 新 しい 時代 へ の 船出 をは か る 。

　教団 に お ける 「信仰 の 告 白」 よ り， 教 団の 目を 「生活 に お ける告白」 つ ま り

社会 ・世界 に おけ る 実践 へ と力点 をお い て い くこ とに シ フ ト ・チ ェ ン ジ し よ う

とい うもの で あ っ た 。

　当時の 進歩的 ・革新 的ム ー ドへ となだれ込 む勢 い で あ っ た 。

　58年の E ・ハ イア ン を講師 と した社会協議会 ， 62年の J ・C ・ベ ネ ッ トを招い

て の 「教会 と社会の 出会い 」 （社 会委員会主催），
65年，

M ・H ・り
一

フ ァ
ー を
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伝道
一
合 同教会 と して の 教団形成

講師に した 「都 市伝道 問題協議 会」講演 と地域調査 の 実 施な ど
， 相 次 ぐ企画 も

この 世 に仕 える教会 とい っ た路線 に 乗る もの と思 わ れる 。

　 こ の 60年代 の 伝道論 を見 る と
，
1．実 力不相 応 の 非現実 的伝 道論 と位 置づ け

られ る 。
つ ま り人口比 1 ％ そ こ そ こ の教 勢 を もっ て 世 に 仕 える とか

， 社会問題

と関わ る とい っ て も非現実的で
，

か え っ て 持て る力 を削 ぐこ ととな っ て しまう。

　内部統
一

， 教勢拡大 を目指 さな い 体 質改善の 限界を見 る思 い が す る 。

　2．隣人 に 対 して 人格 的関 係 を挑 む とは言 っ て も， 世 に 対 し悔改 め を迫 る とは

言わ な い
。

こ の 世に 仕 える とは
， 世 の 罪 を告発 し ，

こ れ をキ リス トの 赦 し と贖

い を もっ て 包 ん で い くとい っ た 方向が見当 た ら ない
。

　3．神 との 和解 ， 悔改め に よる 新生 を説か な い 宣教論。 キ リス トの 受肉， 贖罪 ，

復活 とい っ た キ リス ト論 と結び つ か ない 伝道論は教会形成 と結び つ きに くい
。

　世 との 連帯性 ， 人 間関係 の 強化 とい っ た 水平面 の み の 世 直し運動の 破れ を見

る 。

　
一

方 ， 教 団に よ る 社会的 ・政治的発 言 とい うもの が 多 くなる の も60年代 の 特

徴 となる 。 列挙 して み よ う。

60年　反 安保声 明 ， 62年　平 和聖 日制 定憲法擁護声明 ， 63年　国民祝 日改正

法案反 対 ，
64年　靖国神社 に て の 戦 没者追 悼式施行抗議声明 ， 米原潜寄港議運

動 ，
65年　ベ トナ ム 戦 争反 対 （平 和使節5名 を米国 へ 派遣）， 66年　建国記念

日反対 　等 々 で ある 。

　 こ れ らは大切 な動 きで は あ る 。 しか し福音に押 し出され た もの で ある とい う

よ り， 特定の イデ オ ロ ギ ー に よ っ て なす反 対論で あ る な らば趣 は 随 分違っ た も

の とな る 。

　 さ らに 教団 は第14回教団総会に て 「社会 活動基本方針」 を可決す る 。 そ して

67年 に は鈴木正 久議 長名 に よる 「第二 次大 戦下 に お ける 日本 基督教 団の 責任 に

つ い て の 告 白」 を表明。 さ らに 沖縄 キ リス ト教団 との 合同決意表明を公 けに し

た 。 韓国三教 会 との 宣教協約 を締結 した の もこ の 年で あ っ た。

　68年 に は広 島に清 鈴 園を建設 。 2 月 11 日を 「信 教 の 自由 を守る 日」 と して 制

定 した 。 この 年 の 第15回教 団総 会は 「生 活に お ける告白の 前進」 と して 機構改
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正 に着手。 宣教委員会を発 足 させ る
一

方 ， 青年伝道 と農村伝道の 専門委員会が

解消 した 。

　69年に は 第
一

回の 宣教方策会議 が 開催 され 「今 日にお ける 宣教 の 使信」 に つ

い て 協議 し
，
70年に 発 表され た 。

　こ の 頃 か ら教 団は大 き く傾 き
， 混乱 に陥 っ て い く。 具体 的 に は69年9月 1 〜

2 日開催 され た常任 常議 員会 は
， 反万博 の 10団体150名の 徹夜 の 公 開討論 会 と

な り暴力も表面化 し30年に も及ぶ 教 団問題へ と傾斜 ， 突入 して い くこ と とな る 。

　こ の 間 ， 教団 は反差別 ， 反戦 ， 反天皇制 が 合言葉 とな り伝道 は死語 とな っ て

い く。 個人 の魂 の 救い な ど とい うもの は
， 体制の 補完の 役割 しか担 えず ， 反体

制運動 に 関わ る こ とこ そ教会の 第
一

義的使命 とい う風潮が 強 ま っ て い くこ と と

な る 。

　伝道 をめ ぐっ て プ ロ ク ル ス テス が 言 われ た こ とが ある 。 Procrustesとは ギ リ

シ ャ 伝説に 出て くる もの だが ， 旅人 を捕 まえて は鉄 の 寝台 に縛 りつ け ， 寝台の

長 さに 合わせ て 長 い 足 は 切 り， 短い 足 は 引 き延 ば した盗賊の 話で ある 。
こ こ か

ら伝道は 人 をと らえて は 容赦 な く教会の 型 には め こ む こ とで ナ ン セ ン ス だ 。 必

要な の は伝道で な く 「共生 」 だ と言わ れた 。

　 しか し ，
こ の プロ クル ス テ ス は い つ しか

， 反体制 運動 をめ ぐっ て 言われ る事

態 とな っ た 。
つ ま り社 会運動 に 関 わ らねば教 会 に 非ず， 反天 皇制 を叫ばね ば キ

リス ト者で はない と言わ ん ば か りの 当て はめ 方で ある 。

　50年代の 地道 な伝 道 ， 合 同教 会の 豊 か さ を生 か して の 伝道推進 は ， 60年代

に入 っ て 次 第に陰 を お と し， 遂 に伝道 よ り社 会運動 へ ， 信仰告白よ り抵抗運動

へ と移 っ て い くこ ととな っ た 。 そ して7 年代を経 て
， 激 しい 抗争 ， しか も暴力

を伴う教 団問題 へ と入 っ て い くこ と となる 。 その 後は我 々 が 悩み なが ら経験 し

て い る とこ ろ で ある 。

　 我 々 は 「伝道一 合 同教会 と して の 教 団形 成」 を真摯 に 問い
， 真剣 に実践 して

い か ねば明 日は な い
。 次の 世代 に 向けて紛争経験者世代の 責任 は大 きい と言わ

ねば な らな い
。
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伝道一合同教 会 として の 教団形成

今後の展望

詳述 で きない の で 簡単に 述べ る 。

〈制度面 〉　 決議機 関 を強固 に
， 執行機 関 を厳密 に ， 小 さ な政府 に して い く。

〈財政 面 〉　 財政検討 ， 機構改正 を徹底 す る 。 伝道 に金 を回 して い く。 WCC 等

財政 縮小 は世 界的傾 向 。 PCUSA （米国長老教 会〉は04年度310万 ドル （3億71

万 円） を削減 した 。 19ポ ス トを廃止 し ， 積立 金 167万 ドル を取 り崩 して い る 。

〈伝道面 〉　伝道局化が必 要 。 伝道協力 ， 世界宣教 ， 次 世代 伝道 に 力 を入 れ る 。

伝 道方策 会議 ， 伝道研 究所等 ， 伝道 に焦点を合わせ た組織 を優先 させ
， 限 られ

た エ ネ ル ギ
ー

を 伝道 に 集中 させ て い く。 伝 道 の うね りを作 っ て い く。
こ の 点 ，

日本伝道会に期待 した い
。

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （や ま きた 　の ぶ ひ さ）
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